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１ 本調査の概要 

 

（１）調査の目的 

 本調査は、令和 2年度が本市の教育行政における根本的な方針となる「西条市教育大綱」を改訂す

る年度にあたるため、中学校教員の方々のご意見を将来の西条市の教育行政の方向性に反映させるこ

とを目的として実施しました。 

 

 

（２）調査の方法と実施時期 

 この調査は、市内 10 の市立中学校に勤務されている教員を対象に実施しました。具体的には、令

和 2年 11月 13日に市役所から各中学校宛に調査票を発送し、教員 1名につき 1通の調査票を配布し

た上で、12月 9日までに各学校で集約して提出いただく方法を採用しました。 

 

 

（３）調査票の回収状況 

本調査はすべての対象者に調査票を配布する全数調査の方式を採用しています。 

令和 2年 4月 1日現在における市内 10市立中学校の勤務されている教員（校長・教頭・主幹教諭・

教諭・講師・非常勤講師・養護教諭・養護助教諭・栄養教諭・学校栄養職員）は 252名であり、その

うち回収した調査票は 234通、回収率は 92.9%となったことから、本調査の信頼度は極めて高いとい

うことが言えます。 

 

 

（４）調査票の内容 

 送付した調査票は文末に掲載しています。 

 

 

（５）その他 

 各図表のデータ処理にあたりましては、当該質問項目に対して無回答であった方を除いて処理を行

っていますので、必ずしも合計値と回収した調査票数が一致するとは限りません。また、構成比率に

つきましても、それぞれの項目ごとの構成比を小数点以下第 2位で四捨五入していますので、必ずし

も構成比の合計値が 100%になるとは限りません。 
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２ 基本情報 

（１）男女別 

図表 2-1 によると、回答者のうち男性は 114 名、女性は 106 名、答えたくないが 13 名となりまし

た。 

 

図表２－１ 回答者の男女別（Ｎ＝２３３） 

 

（２）年齢 

図表 2-2によると、29歳以下の教員からの回答が最も多くなりました。 

 

 

図表２－２ 回答者の年齢（Ｎ＝２３１） 
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（３）所属する中学校・地区別 

図表 2-3によると、回答者は西条地区の中学校に勤務する教員が最も多く、次いで東予地区、丹原・

小松地区となりました。地区ごとに違いがありますが、本調査は概ね市内 10 の市立中学校に勤務さ

れている教員の意見がバランスよく反映されています。 

 

 

 

図表２－３ 所属する中学校・地区別（Ｎ＝２３４） 
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３ 学校教育について 

（１）中学校がどのようなところであるべきか 

 

【結果概要】 

 中学校が子どもの基礎学力、資質や能力、社会ルールなどを身に付ける場としてあるべきと感

じている方が多い一方で、地域コミュニティや避難所など、中学校としての副次的機能を期待

する方が少ない傾向がみられました。（図表 3-1、3-2参照） 

 年齢が高くなるにつれて子どもの基礎学力の向上を重視する傾向がみられましたが、逆に年齢

が低くなるにつれて、子どもが多様な考えに触れ、資質や能力を伸ばしていくことに重点を置

く傾向がみられました。（図表 3-4） 

 大規模な中学校で子どもの基礎学力の向上を重視する傾向がみられる一方で、小規模な中学校

では、子どもの資質向上を重視する傾向がみられました。（図表 3-6参照） 

 

 

図表 3-1によると、第 1選択では「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」「子どもが多様な考

えに触れ、資質や能力を伸ばしていくところ」と回答した方が多くなりました。また、図表 3-2によ

ると、第 2選択では「子どもが多様な考えに触れ、資質や能力を伸ばしていくところ」が最も多くな

り、次いで「子どもが社会のルールやマナーを身に付けるところ」「子どもが人間関係を学ぶところ」

「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」と回答した方が多くなりました。なお、第 1選択と第

2 選択の双方において、「地域コミュニティの核となるところ」「避難所や体育施設としての機能のあ

るところ」と回答した方はいませんでした。 

 

 

図表３－１ 中学校がどのようなところであるべきか（第１選択・単純集計）（Ｎ＝２３３） 
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図表３－２ 中学校がどのようなところであるべきか（第２選択・単純集計）（Ｎ＝２１６） 

 

 

 

図表 3-3によると、男女ともに「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」と回答した比率が最

も高くなり、次いで「子どもが多様な考え方に触れ、資質や能力を伸ばしていくところ」と回答した

比率が高くなりました。また、男性は女性と比較して「子どもが人間関係を学ぶところ」と回答した

比率が高くなり、女性は男性と比較して「子どもが社会のルールやマナーを身に付けるところ」と回

答した比率が高くなりました。 

 

 

図表３－３ 中学校がどのようなところであるべきか（男女別） 
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図表 3-4によると、年齢が低くなるにつれて「子どもが多様な考えに触れ、資質や能力を伸ばして

いくところ」と回答した比率が高くなる一方で、年齢が高くなるにつれて「子どもが基礎的な学力を

身に付けるところ」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表３－４ 中学校がどのようなところであるべきか（年齢別） 

 

 

図表 3-5によると、東予地区で「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」と回答した比率が最

も高くなる一方で、西条地区と丹原・小松地区では「子どもが多様な考えに触れ、資質や能力を伸ば

していくところ」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

 

図表３－５ 中学校がどのようなところであるべきか（所属する中学校の地区別） 
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図表 3-6によると、大規模（3年生が 3学級以上）で「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」

と回答した比率が最も高くなる一方で、小規模（3 年生が 2学級以下）では「子どもが多様な考えに

触れ、資質や能力を伸ばしていくところ」と回答する比率が最も高くなりました。 

 

 

図表３－６ 中学校がどのようなところであるべきか（所属する中学校の 3年生規模別） 

 

 

 

（２）中学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度 

 

【結果概要】 

 子どもが自ら考え、主体的に行動する力を身に付けることを最も大切にしつつ、子どもの基礎

学力を身に付けることも大切だとする傾向がみられました。また、人間関係を築く力や生き方

や進路について考える力を大切にする傾向もみられました（図表 3-7、3-8参照） 

 年齢や所属する中学校の規模では大きな違いはみられませんでしたが、所属する中学校の地区

別にみると、大切だと思う能力や態度に違いがみられました。（図表 3-10、3-11、3-12参照） 

 

 

図表 3-7によると、「自ら学び、考え、主体的に行動する力」と回答した方が最も多くなり、次いで

「教科の基礎学力」と回答した方が多くなりました。また、図表 3-8によると、第 2選択では「自ら

学び、考え、主体的に行動する力」「表現力やコミュニケーション力」と回答した方が多くなりまし

た。 
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図表３－７ 中学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度（第１選択・単純集計） 

（Ｎ＝２３４） 

 

 

 

図表３－８ 中学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度（第２選択・単純集計） 

（Ｎ＝２２１） 

 

 

図表 3-9によると、男女ともに「自ら学び、考え、主体的に行動する力」と回答した方が最も多く

なり、次いで「教科の基礎学力」と回答した比率が高くなりました。また、女性と比較して男性で「生

き方や進路について考える力」「社会生活に必要な常識やマナー」と回答した比率がやや高くなる傾

向がみられました。 
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図表３－９ 中学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度（第１選択上位５項目・男女別） 

 

 

 

図表 3-10によると、年齢が低くなるにつれて「自ら学び、考え、主体的に行動する力」と回答した

比率が高くなる傾向がみられる一方で、年齢が高くなるにつれて「教科の基礎学力」「生き方や進路に

ついて考える力」と回答した比率が高くなる傾向が見られました。 

 

 

図表３－１０ 中学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度 

（第１選択上位５項目・年齢別） 
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図表 3-11によると、すべての地区で「自ら学び、考え、主体的に行動する力」と回答した比率が最

も高くなる一方で、地区によって回答の傾向が異なる傾向がみられました。 

 

図表３－１１ 中学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度 

（第１選択上位５項目・所属する中学校の地区別） 

 

 

図表 3-12によると、中学校の規模にかかわらず、「自ら学び、考え、主体的に行動する力」「教科の

基礎学力」と回答した比率が高くなりました。どちらかといえば、大規模（3 学級以上）と比較して

小規模（2学級以下）で「自ら学び、考え、主体的に行動する力」、逆に小規模（2学級以下）と比較

して大規模（3学級以上）で「教科の基礎学力」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

図表３－１２ 中学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度 

（第１選択上位５項目・所属する中学校の 3年生規模別） 
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（３）（２）で選択した能力や態度を育むため、今後力を入れるべき施策 

 

【結果概要】 

 全体を通じて教員の事務量軽減による子どもと向き合う時間の確保を求める声が強くみられ

ました。（図表 3-13、3-14参照） 

 所属する中学校の地区別や中学校の規模別に、今後力を入れるべき施策に対する傾向の違いが

みられました。特に、一部でいじめや不登校に対する施策に力をいれるべきという回答する比

率が高い傾向がみられるため、今後より詳細な分析と施策の検討を行う必要があると推察しま

す（図表 3-16、3-17、3-18参照） 

 

 

 

図表 3-13によると、「教員の事務量軽減による子どもと向き合う時間の確保」「教員の資質向上」と

回答した方が多くなりました。また、図表 3-14によると、第 2選択においても「教員の事務量軽減に

よる子どもと向き合う時間の確保」と回答した方が最も多くなり、次いで「教員の資質向上」と回答

した方が多くなりました。 

 

 

 

図表３－１３ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後力を入れるべき施策 

（第１選択・単純集計）（Ｎ＝２３３） 
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図表３－１４ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後力を入れるべき施策 

（第２選択・単純集計）（Ｎ＝２００） 

 

 

 

図表 3-15によると、男性では「教員の資質向上」と回答した比率が最も高くなる一方で、女性では

「教員の事務量軽減による子どもと向き合う時間の確保」と回答した比率が最も高くなりました。ま

た、男性と比較して女性において「道徳教育の推進」「いじめ・不登校対策の推進」と回答した比率が

高くなりました。 

 

 

図表３－１５ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後力を入れるべき施策 

（第１選択上位５項目・男女別） 
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図表 3-16 によると、50 歳以上で「教員の資質向上」と回答した比率が最も高くなり、その他の年

齢では「教員の事務量軽減による子どもと向き合う時間の確保」と回答した比率が最も高くなりまし

た。また、そのほかの年齢と比較し、30～39歳で「いじめ・不登校対策の推進」が高くなる傾向がみ

られました。 

 

図表３－１６ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後力を入れるべき施策 

（第１選択上位５項目・年齢別） 

 

図表 3-17によると、東予地区で「教員の事務量軽減による子どもと向き合う時間の確保」と回答し

た比率が最も高くなり、西条地区と丹原・小松地区で「教員の資質向上」と回答した比率が最も高く

なりました。また、東予地区で「道徳教育の推進」、丹原・小松地区で「いじめ・不登校対策の推進」

と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

図表３－１７ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後力を入れるべき施策 

（第１選択上位５項目・所属する中学校の地区別） 
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図表 3-18によると、小規模（3年生が 2学級以下）で「教員の事務量軽減による子どもと向き合う

時間の確保」と回答した比率が最も高くなる一方で、大規模（3年生が 3学級以上）で「教員の資質

向上」と回答した比率が最も高くなりました。その他、小規模（3 年生が 2 学級以下）で「いじめ・

不登校対策の推進」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表３－１８ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後力を入れるべき施策 

（第１選択上位５項目・所属する小学地区模別） 

 

 

 

（４）中学校での学習環境を考える上で重視すべきもの 

 

【結果概要】 

 教員の人数や質が充実することに伴う児童・生徒一人ひとりに行き届いた教育が受けられる環

境を望む声が最も多くなる一方で、集団の中でのコミュニケーション能力を身に付ける環境や

クラス内の仲間意識が生まれやすい環境など、集団の中で学び合うことの重要性を意識した回

答も多くなりました。（図表 3-19、3-20参照） 

 男女別、所属する中学校の地区別、所属する中学校の規模別に大きな差異はみられませんが、

特に年齢によって学習環境を考える上で重視すべき点に関する考え方の違いがみられました。

（図表 3-21、3-22、3-23、3-24参照） 
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図表 3-19によると、「学校の教員の人数や質が充実し児童・生徒一人ひとりに行き届いた教育が受

けられる」と回答した方が最も多くなり、次いで「集団の中でコミュニケーション能力を身に付けや

すい」と回答した方が多くなりました。また、図表 3-20によると、第 2選択では「集団の中でコミュ

ニケーション能力を身に付けやすい」と回答した方が最も多くなり、次いで「学校の教員の人数や質

が充実し児童・生徒一人ひとりに行き届いた教育が受けられる」「クラス内の仲間意識が生まれやす

い」と回答した方が多くなりました。 

 

図表３－１９ 中学校での学習環境を考える上で重視すべきもの（第１選択・単純集計） 

（Ｎ＝２３３） 

 

 

図表３－２０ 中学校での学習環境を考える上で重視すべきもの（第２選択・単純集計） 

（Ｎ＝１９５） 
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図表 3-21によると、男女ともに「学校の教員の人数や質が充実し児童・生徒一人ひとりに行き届い

た教育が受けられる」と回答した比率が最も高くなり、次いで「集団の中でコミュニケーション能力

を身に付けやすい」と回答した比率が高くなりました。 

 

図表３－２１ 中学校での学習環境を考える上で重視すべきもの（第１選択上位５項目・男女別） 

 

 図表 3-22 によると、すべての年齢で「学校の教員の人数や質が充実し児童・生徒一人ひとりに行

き届いた教育が受けられる」と回答した比率が最も高くなり、年齢が高くなるにつれて回答した比率

が高くなる傾向がみられました。一方で、年齢が低くなるにつれて「集団の中でコミュニケーション

能力を身に付けやすい」「クラス内の仲間意識が生まれやすい」と回答した比率が高くなる傾向がみ

られました。 

 

図表３－２２ 中学校での学習環境を考える上で重視すべきもの（第１選択上位５項目・年齢別） 
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図表 3-23によると、すべての地区で「学校の教員の人数や質が充実し児童・生徒一人ひとりに行き

届いた教育が受けられる」と回答した比率が最も高くなりました。次いで、すべての地区で「集団の

中でコミュニケーション能力を身に付けやすい」が多くなりましたが、東予地区では「クラス内の仲

間意識が生まれやすい」と回答した比率が同率となりました。 

 

図表３－２３ 中学校での学習環境を考える上で重視すべきもの 

（第１選択上位５項目・所属する中学校の地区別） 

 

図表 3-24によると、すべての中学校規模で「学校の教員の人数や質が充実し児童・生徒一人ひとり

に行き届いた教育が受けられる」と回答した比率が最も高くなり、次いで「集団の中でコミュニケー

ション能力を身に付けやすい」と回答した比率が高くなりました。 

 

図表３－２４ 中学校での学習環境を考える上で重視すべきもの 

（第１選択上位５項目・所属する中学校の 3年生規模別） 
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（５）教育環境として望ましいと思う中学校の規模 

 

【結果概要】 

 「1学年 3学級が望ましい」「1学年 4学級が望ましい」と回答した方が全体の 8割を占めてお

り、市立中学校に勤務される教員の考え方が概ね 3学級から 4学級で一致する結果となりまし

た。（図表 3-25参照） 

 小規模な中学校に所属されている教員においても、「1 学年 3 学級が望ましい」「1 学年 4 学級

が望ましい」と回答した比率が 8割を占めており、すでに生徒数の減少から理想とする教育環

境との間にギャップが生じていることが推察されます。（図表 3-29参照） 

 

 

図表 3-25によると、「1学年 4学級が望ましい」と回答した方が最も多くなり、次いで「1学年 3学

級が望ましい」と回答した方が多くなりました。1 学年 3 学級以上が望ましいとした回答が全体の約

8割を占める結果となりました。 

 

 

図表３－２５ 教育環境として望ましいと思う中学校の規模（単純集計）（Ｎ＝２２７） 

 

 

 図表 3-26によると、男女別を問わず「1学 4年学級が望ましい」と回答した比率が最も高くなりま

したが、特徴として、男性と比較して女性において、規模の大きい中学校が教育環境として望ましい

と回答する結果となりました。 
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図表３－２６ 教育環境として望ましいと思う中学校の規模（男女別） 

 

 

 図表 3-27によると、29歳以下を除くすべての年齢で「1学年 4学級が望ましい」と回答した比率が

最も高くなりました。29歳以下では、「1学年 3学級が望ましい」と「1学年 4学級が望ましい」と回

答した比率が同率で最も高くとなりました。 

 

 

図表３－２７ 教育環境として望ましいと思う中学校の規模（年齢別） 

 

 図表 3-28によると、西条地区と東予地区では「1学 4年学級が望ましい」と回答した比率が最も高

くなる一方で、丹原・小松地区では「1学年 3 学級が望ましい」と回答した比率が最も高くなりまし

た。所属する中学校の地区によって差異がみられる結果となりました。 
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図表３－２８ 教育環境として望ましいと思う中学校の規模（所属する中学校の地区別） 

 

 

 

図表 3-29によると、大規模（3学級以上）で「1学年 4学級以上が望ましい」と回答した比率が最

も高くなり、小規模（2 学級以下）で「1 学年 3 学級が望ましい」と回答した比率が最も高くなりま

した。 

 

 

図表３－２９ 教育環境として望ましいと思う中学校の規模（所属する中学校の 3年生規模別）  
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４ 図書館について 

（１）中学校教員における図書館の利用状況 

 

【結果概要】 

 図書館を利用していると回答した方が 7割を超えており、一般的にみて教員は図書館の利用頻

度が高いということができます。（図表 4-1参照） 

 他の年齢と比較し、29歳以下で図書館の利用頻度が低い傾向がみられました。（図表 4-3） 

 所属する中学校の地区によっても、図書館の利用頻度に違いがみられました。（図表 4-4） 

 

 

 

図表 4-1 によると、図書館を「利用していない」と回答した方が最も多く、次いで「年 2～3 回程

度」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表４－１ 図書館の利用状況（単純集計）（Ｎ＝２３２） 

 

 

 

 図表 4-2によると、男女ともに図書館を「利用していない」と回答した比率が最も高くなる中、ど

ちらかといえば、男性と比較して女性において、図書館を利用していると回答した比率が高くなる傾

向がみられました。 
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図表４－２ 図書館の利用状況（男女別） 

 

 

 

 図表 4-3 によると、40～49 歳と 50 歳以上で図書館を利用していると回答した比率が高くなる一方

で、29歳以下においては、図書館を利用している頻度が最も低くなりました。 

 

 

図表４－３ 図書館の利用状況（年齢別） 

 

 

 図表 4-4 によると、所属する中学校の地区によって図書館を利用する頻度に違いがみられました。

特に、丹原・小松地区では図書館を利用する頻度が高くなる傾向がみられました。 
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図表４－４ 図書館の利用状況（所属する中学校の地区別） 

 

 

 

（２）中学校教員における図書館の利用環境に対する満足度 

 

【結果概要】 

 全体を通じ、図書館の利用環境に比較的満足している傾向がみられました。（図表 4-5参照） 

 男女別または年齢別でみると、緩やかに傾向の違いがみられるものの、概ね差異は生じていな

いものと考えられます。（図表 4-6、4-7参照） 

 主に利用する図書館別にみると、図書館によって満足度が異なる結果となりました。即座に対

応しなければならない状況ではありませんが、少なくとも何が要因なのか検証する必要がある

と考えられます。（図表 4-8参照） 

 

 

図表 4-5によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、図書館の利用環境に「満足し

た」「やや満足した」と回答した方が多くなり、「やや不満足だ」「不満足だ」と回答した方を大きく上

回る結果となりました。 
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図表４－５ 図書館の利用環境に対する満足度（単純集計）（Ｎ＝１６４） 

 

 

 

 図表 4-6 によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、男女別を問わず図書館の利用

環境に「満足した」「やや満足した」と回答した比率が高くなりました。どちらかといえば、男性と比

較して女性で「満足した」「やや満足した」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表４－６ 図書館の利用環境に対する満足度（男女別） 
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図表 4-7によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、すべての年齢を通じて図書館

の利用環境に「満足した」「やや満足した」と回答した比率が高くなる一方で、年齢が高くなるにつれ

て、「満足した」「やや満足した」回答した比率が低くなる傾向がみられました。 

 

 

図表４－７ 図書館の利用環境に対する満足度（年齢別） 

 

 図表 4-8によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、西条図書館および小松温芳図

書館を主に利用している方が、図書館の利用環境に「満足している」と回答した比率が高くなりまし

た。一方で、主に利用する図書館によって利用環境の満足度に差異が生じる結果となりました。 

 

 

図表４－８ 図書館の利用環境に対する満足度（主に利用した図書館別） 
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（３）中学校教員が主に利用している図書館 

 

【結果概要】 

 各地区における人口構成と比較し、西条図書館を利用していると回答した比率が高くなる一方

で、小松温芳図書館を利用していると回答した比率が低くなりました。（図表 4-9参照） 

 年齢によって主に利用している図書館の傾向に違いがみられました。特に、西条図書館は比較

的若い年齢の方が利用している傾向がみられました。（図表 4-11参照） 

 

 

図表 4-9によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、西条図書館を主に利用してい

ると回答した方が多くなり、西条地区の人口規模と比較しても多い傾向となりました。また、その他

の図書館については、各地区における人口構成と比較し、主に利用していると回答した比率が低くな

る傾向がみられました。 

なお、主に移動図書館を利用していると回答した方はいませんでした。 

 

 

図表４－９ 主に利用している図書館（単純集計）（Ｎ＝１６４） 

 

 

 

 図表 4-10によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、小松温芳図書館を主に利用し

たと回答した方の大半が女性という傾向がみられました。 
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図表４－１０ 主に利用している図書館別の男女構成 

 

 

 

 図表 4-11によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、西条図書館では若い年齢の方

の利用が多くなる傾向がみられる一方で、丹原図書館では主な利用者の 9 割が 40 歳以上、小松温芳

図書館ではすべての利用者が 40歳以上という傾向がみられました。 

 

 

図表４－１１ 主に利用している図書館別の年齢構成 
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 図表 4-12によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、西条図書館、東予図書館、小

松温芳図書館については、図書館が立地する地区の中学校に所属する教員が最も利用している傾向が

みられました。一方で、丹原図書館については東予地区と丹原・小松地区の中学校に所属する方の利

用が同率となりました。 

 

 

図表４－１２ 中学校教員が主に利用している図書館（所属する中学校地区別） 

 

 

 

（４）中学校教員が図書館を利用した主な目的 

 

【結果概要】 

 図書館を利用した方の多くが、本を借りるために図書館を利用している傾向がみられました。

（図表 4-13、4-14参照） 

 年齢別にみると、年齢が高くなるにつれて、勉強や仕事、研究のための調べ物をするために図

書館を利用する比率が高くなる一方で、年齢が低くなるにつれて、館内で本を読むために図書

館を利用している比率が高くなる傾向がみられました。（図表 4-16参照） 

 

 

図表 4-13によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、「本を借りる」ために利用し

たとと回答した方が最も多くなり、次いで「勉強や仕事、研究のための調べ物をする」「館内で本を読

む」ために利用したと回答した方が多くなりました。また、図表 4-14 によると、第 2 選択について

も、「勉強や仕事、研究のための調べ物をする」「館内で本を読む」ために利用したと回答した方が多

くなりました。 
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図表４－１３ 図書館を利用した主な目的（第１選択・単純集計）（Ｎ＝１６３） 

 

 

 

図表４－１４ 図書館を利用した主な目的（第２選択・単純集計）（Ｎ＝１０３） 

 

 

 

図表 4-15によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、男女ともに「本を借りる」た

めに図書館を利用したと回答した比率が高くなりました。また、女性と比較して男性で「勉強や仕事、

研究のための調べ物をする」と回答した比率が高くなり、女性で「学習コーナーで勉強する」と回答

した比率が高くなる傾向がみられました。 
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図表４－１５ 図書館を利用した主な目的（第１選択上位５項目・男女別） 

 

 

 

 図表 4-16 によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、すべての年齢で「本を借り

る」ために図書館を利用したと回答した比率が高くなりました。また、年齢が高くなるにつれて「勉

強や仕事、研究のための調べ物をする」と回答した比率が高くなり、逆に年齢が低くなるにつれて「館

内で本を読む」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表４－１６ 図書館を利用した主な目的（第１選択上位５項目・年齢別） 
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 図表 4-17によると、図書館を利用したと回答した中学校教員のうち、小松温芳図書館を除くすべて

の図書館で「本を借りる」ために図書館を利用したと回答した比率が最も高くなりました。小松温芳

図書館では、「本を借りる」と「勉強や仕事、研究のための調べ物をする」と回答した比率が同率とな

りました。 

 

 

図表４－１７ 図書館を利用した主な目的（第１選択上位５項目・主に利用している図書館別） 

 

 

 

（５）図書館に関連して今後力を入れるべき点 

 

【結果概要】 

 書籍の充実に力を入れるべきとする方が多くなる一方で、近年導入が進みつつある電子図書館

の導入に力を入れるべきとする方が多くなりました。（図表 4-18、4-19参照） 

 年齢別にみると、若い年齢で電子図書館の導入に力を入れるべきと回答した比率が高くなり、

逆に 40歳以上では書籍の充実を求める傾向がみられました。（図表 4-21参照） 

 主に利用する図書館別または所属する中学校の地区別にみると、今後力をいれるべき点に関す

る考え方に違いがみられました。（図表 4-22、4-23参照） 

 

図表 4-18によると、「貸出および閲覧書籍の充実」と回答した方が最も多くなり、次いで「図書館

に行かなくてもパソコンやタブレットで貸出・閲覧可能な電子図書館の導入」と回答した方が多くな

りました。また、図表 4-19によると、第 2選択では「図書館に行かなくてもパソコンやタブレットで

貸出・閲覧可能な電子図書館の導入」「学習の場の更なる充実」と回答した方が多くなりました。 
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図表４－１８ 図書館に関連して今後力を入れるべき点（第１選択・単純集計）（Ｎ＝２２６） 

 

 

図表４－１９ 図書館に関連して今後力を入れるべき点（第２選択・単純集計）（Ｎ＝１５７） 

 

 

 図表 4-20によると、男女ともに「貸出および閲覧書籍の充実」と回答した比率が最も高くなりまし

た。また、女性と比較して男性で「図書館に行かなくてもパソコンやタブレットで貸出・閲覧可能な

電子図書館の導入」と回答した比率が高くなり、女性では「閲覧席の更なる充実」と回答した比率が

高くなる傾向がみられました。 
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図表４－２０ 図書館に関連して今後力を入れるべき点（第１選択上位５項目・男女別） 

 

 

 

 図表 4-21 によると、30～39 歳を除くすべての年齢で「貸出および閲覧書籍の充実」と回答した比

率が最も高くなり、30～39歳では「図書館に行かなくてもパソコンやタブレットで貸出・閲覧可能な

電子図書館の導入」と回答した比率が最も高くなりました。また、年齢が低くなるにつれて「学習の

場の更なる充実」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表４－２１ 図書館に関連して今後力を入れるべき点（第１選択上位５項目・年齢別） 
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図表 4-22によると、丹原図書館を除くすべての図書館を主に利用した方で「貸出および閲覧書籍の

充実」と回答した比率が最も高くなり、丹原図書館を主に利用した方では「図書館に行かなくてもパ

ソコンやタブレットで貸出・閲覧可能な電子図書館の導入」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

 

図表４－２２ 図書館に関連して今後力を入れるべき点 

（第１選択上位５項目・主に利用している図書館別） 

 

 

図表 4-23によると、西条地区を除くすべての地区で「貸出および閲覧書籍の充実」と回答した比率

が最も高くなり、西条地区では「図書館に行かなくてもパソコンやタブレットで貸出・閲覧可能な電

子図書館の導入」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

 

図表４－２３ 図書館に関連して今後力を入れるべき点 

（第１選択上位５項目・所属する中学校の地区別） 
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５ 公民館について 

（１）中学校教員における公民館の利用状況 

 

【結果概要】 

 公民館を利用していないと回答した方が約２．５人に１人となりました。中学校と地域の連携

を強化する観点から、いかに教員にとって利用しやすい公民館としていくのかという点が課題

になっていると想定されます。（図表 5-1参照） 

 年齢別にみると、年齢が低くなるにつれて公民館を利用する機会が少なくなっていることがわ

かります。また、所属する中学校の地区別にみると、地区によって公民館の使われ方が異なる

ことがわかります。（図表 5-3、5-4参照） 

 中学校の規模が小さいほど、教員における公民館の利用頻度が高くなる傾向がみられます。地

域とのつながりを有する業務が多いことが要因ではないかと推察されます。（図表 5-5参照） 

 

 

 

図表 5-1 によると、公民館を「利用していない」と回答した方が最も多く、次いで「年 2～3 回程

度」「年 1 回程度」と回答した方が多くなりました。また、月 1 回以上利用していると回答した方は

少なくなりました。 

 

 

 

図表５－１ 公民館の利用状況（単純集計）（Ｎ＝２３１） 

 

 

 

 図表 5-2によると、女性と比較して男性で公民館を利用している傾向がみられました。 
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図表５－２ 公民館の利用状況（男女別） 

 

 

 

 図表 5-3 によると、年齢が高くなるにつれて公民館を利用したと回答した比率が高くなる一方で、

30～39歳でほぼ毎日利用したと回答した比率が最も高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表５－３ 公民館の利用状況（年齢別） 

 

 

 図表 5-4によると、丹原・小松地区で公民館の利用頻度が高くなる傾向がみられました。 
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図表５－４ 公民館の利用状況（所属する中学校の地区別） 

 

 

 

 図表 5-5によると、中学校の規模が小さいほど、教員における公民館の利用頻度が高くなる傾向が

みられました。逆に、中学校の規模が大きいほど、公民館を利用していないと回答した教員の比率が

高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表５－５ 公民館の利用状況（所属する中学校の規模別） 
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（２）中学校教員における公民館の利用環境に対する満足度 

 

【結果概要】 

 公民館を利用したと回答した大半の中学校教員が、公民館の利用環境に「満足している」「や

や満足している」結果となりました。（図表 5-6参照） 

 地区別にみると、西条地区で「満足した」「やや満足した」と回答した比率が最も高くなる一方

で、「やや不満足だ」「不満足だ」という意見もみられました。（図表 5-9参照） 

 

 

 

図表 5-6によると、公民館を利用したと回答した中学校教員のうち、公民館の利用環境に「満足し

た」「やや満足した」と回答した方が多くなり、「やや不満足だ」「不満足だ」と回答した方を大幅に上

回る結果となりました。 

 

 

 

図表５－６ 公民館の利用環境に対する満足度（単純集計）（Ｎ＝１３９） 

 

 

 

 図表 5-7 によると、公民館を利用したと回答した中学校教員のうち、男女別を問わず公民館の利用

環境に「満足した」「やや満足した」と回答する比率が高くなりました。どちらかといえば、男性と比

較して女性において「満足した」と回答する傾向がみられました。 
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図表５－７ 公民館の利用環境に対する満足度（男女別） 

 

 

 

 図表 5-8によると、公民館を利用したと回答した中学校教員のうち、年齢が高くなるにつれて、公

民館の利用環境に「満足した」と回答した比率が低くなる一方で、「やや満足した」と回答した比率が

高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表５－８ 公民館の利用環境に対する満足度（年齢別） 
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 図 5-9によると、公民館を利用したと回答した中学校教員のうち、すべての地区で「満足した」「や

や満足した」と回答した比率が 50%以上となりましたが、西条地区で「やや不満足だ」「不満足だ」

と回答した比率も一定程度みられました。 

 

 

図表５－９ 公民館の利用環境に対する満足度（所属する中学校の地区別） 

 

 

 

（３）中学校教員が公民館に期待する事業 

 

【結果概要】 

 男女別、年齢別、所属する中学校の地区別に関係無く、地域の防災に関する事業に対する期待

が最も高くなりました。（図表 5-10、5-11、5-12、5-13、5-14、5-15、5-16、5-17、5-18参照） 

 50歳以上において、分野を問わず総じて公民館事業に対する期待が高くなりました。（図表 5-

15参照） 

 所属する中学校の地区別にみると、すべての地区を通じて概ね同様の傾向を示しました。（図

表 5-16，5-17，5-18参照） 

 

 

 

図表 5-10によると、「地域の防災に関する事業」に対する期待が最も高くなり、次いで「子どもの

安全・安心ない場所づくりや体験活動に関する事業（放課後子ども教室）」「家庭や子育てに関する事

業」「子どもの学習支援活動に関する事業（地域未来塾）」に対する期待が高くなりました。 
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図表５－１０ 公民館における事業別期待度（単純集計） 

 

 図表 5-11、5-12 によると、男女ともに「地域の防災に関する事業」に対する期待が最も高くなり、

次いで「子どもの安全・安心ない場所づくりや体験活動に関する事業（放課後子ども教室）」に対する

期待が高くなりました。 

 

図表５－１１ 公民館における事業別期待度（男性） 
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図表５－１２ 公民館における事業別期待度（女性） 

 

 図表 5-13、5-14、5-15によると、すべての年齢で「地域の防災に関する事業」に対する期待が最も

高くなりました。また、50歳以上では、分野に限らず幅広い事業を公民館に期待している傾向がみら

れました。 

 

図表５－１３ 公民館における事業別期待度（２９歳以下） 
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図表５－１４ 公民館における事業別期待度（３０～４９歳） 

 

 

 

図表５－１５ 公民館における事業別期待度（５０歳以上） 
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 図表 5-16、5-17、5-18によると、すべての地区を通じて概ね同様の傾向がみられました。 

 

 

 

図表５－１６ 公民館における事業別期待度（西条地区） 

 

 

図表５－１７ 公民館における事業別期待度（東予地区） 
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図表５－１８ 公民館における事業別期待度（丹原・小松地区） 
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６ 地域文化・歴史文化について 

（１）中学校教員における芸術文化に対する興味関心 

 

【結果概要】 

 すべての年齢を通じて「コンサートや合唱などの音楽」が高くなる中、若い年齢を中心に「映

画や漫画・アニメなどのメディア芸術」が高くなる傾向がみられました。（図表 6-3、6-4参照） 

 所属する中学校の地区によって、興味関心を抱く項目に差異が生じています。（図表 6-5参照） 

 

 

 

図表 6-1 によると、「コンサートや合唱などの音楽」と回答した方が最も多くなり、次いで「映画

や漫画・アニメなどのメディア芸術」「劇やミュージカルなどの演劇」と回答した方が多くなりまし

た。また、図表 6-2によると、第 2選択でも同じく「映画や漫画・アニメなどのメディア芸術」と回

答した方が最も多くなり、次いで「コンサートや合唱などの音楽」「劇やミュージカルなどの演劇」と

回答した方が多くなりました。 

 

 

 

図表６－１ 芸術文化に対する興味関心（第１選択・単純集計）（Ｎ＝２３０） 
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図表６－２ 芸術文化に対する興味関心（第２選択・単純集計）（Ｎ＝１８１） 

 

 

 図表 6-3によると、男性では「映画や漫画・アニメなどのメディア芸術」と回答した比率が最も高

くなり、女性では「コンサートや合唱などの音楽」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

 

図表６－３ 芸術文化に対する興味関心（第１選択上位５項目・男女別） 

 

 

 図表 6-4によると、すべての年齢で「コンサートや合唱などの音楽」と回答した比率が最も高くな

る一方で、40～49歳では「映画や漫画・アニメなどのメディア芸術」と回答した比率も同様に高くな

りました。 
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図表６－４ 芸術文化に対する興味関心（年齢別） 

 

 

 

図表 6-5によると、全地区で「コンサートや合唱などの音楽」と回答した比率が最も高くなる一方

で、丹原・小松地区では「劇やミュージカルなどの演劇」と回答した比率も高くなる傾向がみられま

した。 

 

 

図表６－５ 芸術文化に対する興味関心（所属する中学校の地区別） 
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（２）中学校教員における芸術文化に触れる機会の充実度 

 

【結果概要】 

 全体を通じて「映画や漫画・アニメなどのメディア芸術」「小説や詩などの文学」「コンサート

や合唱などの音楽」に触れる機会の充実度が高くなりました。（図表 6-6、6-7、6-8、6-9、6-

10、6-11、6-12、6-13、6-14参照） 

 年齢別または所属する中学校の地区別にみると、最も触れる機会が充実していると回答した項

目に差異がみられました。（図表 6-9、6-10、6-11、6-12、6-13、6-14参照） 

 

 

 

図表 6-6によると、「小説や詩などの文学」「映画や漫画・アニメなどのメディア芸術」「コンサート

や合唱などの音楽」に触れる機会の充実度が概ね同程度に高くなりました。 

 

 

図表６－６ 芸術文化に触れる機会の充実度（単純集計） 

 

 

 

図表 6-7、6-8によると、女性と比較して男性で「小説や詩などの文学」に触れる機会の充実度が高

くなり、女性で「コンサートや合唱などの音楽」に触れる機会の充実度が高くなる傾向がみられまし

た。 
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図表６－７ 芸術文化に触れる機会の充実度（男性） 

 

 

 

図表６－８ 芸術文化に触れる機会の充実度（女性） 

 

 図表 6-9、6-10、6-11によると、29歳以下で「映画や漫画・アニメなどのメディア芸術」、30～49歳

では「コンサートや合唱などの音楽」、50 歳以上では「小説や詩などの文学」に触れる機会の充実度

が最も高くなりました。 
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図表６－９ 芸術文化に触れる機会の充実度（２９歳以下） 

 

 

 

図表６－１０ 芸術文化に触れる機会の充実度（３０～４９歳） 
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図表６－１１ 芸術文化に触れる機会の充実度（５０歳以上） 

 

 

図表 6-12、6-13、6-14によると、西条地区で「コンサートや合唱などの音楽」、東予地区で「映画や

漫画・アニメなどのメディア芸術」、丹原・小松地区で「小説や詩などの文学」に触れる機会の充実度

が最も高くなりました。 

 

 

図表６－１２ 芸術文化に触れる機会の充実度（西条地区） 
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図表６－１３ 芸術文化に触れる機会の充実度（東予地区） 

 

 

 

図表６－１４ 芸術文化に触れる機会の充実度（丹原・小松地区） 
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（３）中学校教員におけるふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度 

 

【結果概要】 

 多くの教員がふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着を有していると回答する結果となりま

した。（図表 6-15参照） 

 29歳以下において、ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着を「有している」「やや有してい

る」と回答する比率が高くなる一方で、30 歳以上では、年齢が低くなるにつれて「有してい

る」「やや有している」と回答する比率が低くなる傾向がみられました。（図表 6-17参照） 

 

 

 

図表 6-15によると、ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度を「有している」「やや有している」

と回答した方が大半となり、「あまり有していない」「有していない」と回答した方を大きく上回りま

した。 

 

 

図表６－１５ ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度（単純集計）（Ｎ＝２３２） 

 

 

 

 図表 6-16によると、女性と比較して男性の方において、ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着を

「有している」「やや有している」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 
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図表６－１６ ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度（男女別） 

 

 

 

 図表 6-17 によると、29 歳以下において、ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着を「有している」

「やや有している」と回答した比率が最も高くなる一方で、30 歳以下で「有している」「やや有して

いる」と回答した比率が最も低くなりました。 

 

 

図表６－１７ ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度（年齢別） 
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 図表 6-18 によると、丹原・小松地区で「有していない」と回答した比率が一定程度みられたもの

の、すべての地区を通じて大きな差異はみられませんでした。 

 

 

図表６－１８ ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度（所属する中学校の地区別） 

 

 

（４）中学校教員におけるふるさとの先人の教えに学ぶ機会の充実度 

 

【結果概要】 

 ふるさとの先人の教えに学ぶ機会が充実していると回答した方が充実していないと感じる方

を上回る結果となりました。（図表 6-19参照） 

 年齢が低くなるにつれて、ふるさとの先人の教えに学ぶ機会が充実いていないと感じる傾向が

みられました。また、29歳以下においては充実していると感じる比率が最も高い一方で、充実

していないと感じる比率についても最も高くなりました。（図表 6-21参照） 

 地区別にみると、特に丹原・小松地区において、ふるさとの先人の教えに学ぶ機会が充実して

いると感じる傾向がみられました。（図表 6-22参照） 

 

 

 

図表 6-19によると、ふるさとの先人の教えに学ぶ機会が「充実していると感じる」「やや充実して

いる」と回答した方が多くなったものの、「あまり充実していると感じない」「充実していると感じな

い」と回答した方も多くなりました。 
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図表６－１９ ふるさとの先人の教えに学ぶ機会の充実度（単純集計）（Ｎ＝２３２） 

 

 

 

 

 図表 6-20よると、女性と比較して男性において、ふるさとの先人の教えに学ぶ機会が「充実してい

ると感じる」「やや充実している」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表６－２０ ふるさとの先人の教えに学ぶ機会の充実度（男女別） 
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 図表 6-21 によると、29 歳以下において、ふるさとの先人の教えに学ぶ機会が「充実していると感

じる」と回答した比率が最も高くなりました。一方で、30～39歳で「充実していると感じない」と回

答した比率が最も高くなりました。 

 

 

図表６－２１ ふるさとの先人の教えに学ぶ機会の充実度（年齢別） 

 

 図表 6-22によると、丹原・小松地区において、ふるさとの先人の教えに学ぶ機会が「充実している

と感じる」「やや充実している」と回答した比率が最も高くなりました。一方で、西条地区において

は、「充実していると感じる」「やや充実している」と「あまり充実していると感じない」「充実してい

ると感じない」と回答した比率が同程度となりました。 

 

 

図表６－２２ ふるさとの先人の教えに学ぶ機会の充実度（所属する中学校の地区別） 
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（５）中学校教員におけるふるさとの先人に対する知識 

【結果概要】 

 男女、年齢、所属する中学校の地区に関係無く、「近藤篤山」「十河信二」に対する知識を有し

ていると回答した比率が高くなりました。（図表 6-23、6-24、6-25、6-26、6-27、6-28、6-29、

6-30、6-31参照） 

 男女別にみると、女性と比較してわずかながら男性において、先人に対する知識を有している

傾向がみられました。また、年齢別にみると、年齢が高くなるにつれて、先人に対する知識を

有している傾向がみられました。（図表 6-24、6-25、6-26、6-27、6-28参照） 

 所属する中学校の地区別において、当該地区と縁やゆかりのある先人に対する知識を有してい

ると回答した比率が高くなるなど違いがみられました。（図表 6-29、6-30、6-31参照） 

 

 

 

 

図表 6-23によると、「近藤篤山」「十河信二」に対する知識を有していると回答した比率が高くなる

一方で、「松木幹一郎」「眞鍋嘉一郎」については名前も知らないと回答した方が約 7割となりました。 

 

 

 

図表６－２３ ふるさとの先人に対する知識（単純集計） 

 

 

 

 図表 6-24、6-25 によると、男女別に大きな差異はみられませんが、女性と比較して男性において、

ふるさとの先人に対する知識を有している傾向がみられました。 
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図表６－２４ ふるさとの先人に対する知識（男性） 

 

 

 

図表６－２５ ふるさとの先人に対する知識（女性） 

 

 

 

 

 図表 6-26、6-27、6-28によると、年齢が高くなるにつれて、ふるさとの先人に対する知識を有して

いると回答した比率が高くなりました。特に、「近藤篤山」「十河信二」は、50歳以上において「よく

知っている」「知っている」と回答した比率が約 8 割に至るなど、総じて知識を有していると回答し

た比率が高くなりました。 

 

 

 



61 

 

 

図表６－２６ ふるさとの先人に対する知識（２９歳以下） 

 

 

図表６－２７ ふるさとの先人に対する知識（３０～４９歳） 

 

 

図表６－２８ ふるさとの先人に対する知識（５０歳以上） 
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図表 6-29、6-30、6-31によると、すべての地区を通じて「近藤篤山」「十河信二」に対する知識を有

していると回答した比率が高くなりました。また、丹原・小松地区では「佐伯勇」「近藤篤山」と回答

した比率が高くなるなど、所属する中学校の地区によって先人に対する知識の充実度に違いがみられ

ました。 

 

 

 

図表６－２９ ふるさとの先人に対する知識（西条地区） 

 

 

 

図表６－３０ ふるさとの先人に対する知識（東予地区） 
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図表６－３１ ふるさとの先人に対する知識（丹原・小松地区） 
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７ 参考資料（アンケート用紙） 
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